































































































































































A票 日本人向け個人調査 352 229 65.1%

















































































































































































































































































































































0 20 40 60 80 100
その他
専業主婦
農業
生産工程・一般作業
販売・サービス
事務的職業
専門職・管理職
子どもへの希望
回答者の現状
子どもに専門職・管理職を望む親が４分の３。
現状で9割の保護者が就いている生産工程・一般作業を望む者は０
子どもの将来の仕事への希望（％）
外国人：子どもの希望（61人）、回答者の現状（136人）
まとめ（３）
• 親世代の就労はここ20年、ほぼ変わらない
–製造業での間接雇用、ライン労働
–短期契約の不安定な雇用
–社会的・経済的上昇は難しい現状
• 子どもには日本での生活を期待
–日本での学歴、日本での安定した就業を望む
– しかし経済状況や情報不足が課題
今後の研究成果還元方法
• 2015年内に詳細分析報告書
•学術リポジトリ上でも公開
外国人集住団地調査
•文化・芸術研究センターHPで公開
http://www.suac.ac.jp/researchcenter/research
/priority/diversity/
多文化子ども教育フォーラム
多文化共生ワークショップ
外国人中学生学習支援活動
• 『多文化共生の大学づくり』（仮題）
• 2016年度内に出版予定
本学におけるこれまでの
多文化共生分野の実践活動
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ご清聴ありがとうございました
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